自動火災報知設備Ａ＊

空回線の設定　

　スイッチ1～5は回線番号1～5に相当
　使用回線　→　（スイッチ1～5）OFF 感知器線（Ｌ線、Ｃ線）が断線したとき、

　　　　　　　　　警報がでる。

　空回線　　→  （スイッチ1～5）ON　感知器線（Ｌ線、Ｃ線）が断線したとき、

　　　　　　　　　警報がでない。

非蓄積回路の設定　非蓄積回線設定スイッチ１～６

　スイッチ1～5は回線番号1～5に相当

　非蓄積回線　→　（スイッチ１～5）ON  　　　　　　　　

　蓄積回線　　→　（スイッチ１～5）OFF（非火災報の低減）

　全回線非蓄積　→　一括解除スイッチ（スイッチ６）を0N

逐次鳴動タイマーの設定　逐次鳴動タイマースイッチ７～8

　逐次鳴動タイマー：地区音響一時停止を自動解除

	       スイッチ

タイマー
	7
	8

	2分
	OFF
	OFF

	4分
	ON
	OFF

	6分
	OFF
	ON

	8分
	ON
	ON


主音響（受信機の火災警報音）停止

・逐次停止（止めた後も別回線で火災発報）

　「音響停止」を押す

・強制停止（保守用）（主音響停止灯が点灯（赤）、主音響が停止）

　「主音響停止」を押す

地区音響（総合盤ベルの火災警報音）停止

・一時停止（地区音響一時停止中灯が点滅）

　「地区音響一時停止」を押す

　「地区音響一時停止」をもう一度押す　→　一時停止解除

・完全停止（保守用）

　　　　　（地区音響完全停止中灯が点滅（赤）、一分毎に警報音（ピッ音）が鳴る）

　「音響停止」を押しながら、「地区音響一時停止」を3秒間押し続ける

　もう一度「音響停止」と「地区音響一時停止」を同時に2つのスイッチを押す

　　→　完全停止解除

障害音響（受信機の警報音｛ピー.....ピー....}断続音）停止

「障害音響停止」を押す。「障害音響停止中灯」が点灯。

　障害音響を発するのは以下のとき場合である。

　感知器線断線障害警報、ヒューズ溶断障害警報、予備電源障害警報

火災発報状態の復旧

（火災発報状態　→　平常監視状態）

（発信機、感知器が作動状態　→　再度火災発報状態）

　「火災復旧」を押す

移報停止

回線移報（I1 ～ I5）

　回線1～5の火災を受信機とは別の表示盤（PEX-□G）で表示（LED点灯）。

消火栓移報（H1、H2）片切り接点

火災移報（FA  a接点，　FC　コモン，　FB　b接点）切り替え接点　

　　　　ラッチ式レリーズ（防火扉用に接続）

検査手順

①受信機の製造会社、型式番号　検定マークの確認　　検　

　製造会社：㈱ホーチキ

　型式番号：受第18～7号　


②バッテリーの製造会社、型式番号　NSマークの確認　　　NS

　製造会社：古川電池㈱

　型式番号：鑑予第13～1号

③火災試験

　火災を感知したときに「火災灯」、「地区表示灯」が点灯するかの確認

蓄積機能の解除した場合と蓄積機能を使った場合で火災試験を行う。

蓄積を解除した回線は「火災作動試験」を押すとすぐ「地区表示灯」が点灯

第一報の「地区表示灯」の点滅は早い。第1報以外は「地区表示灯」の点滅は遅い。

　

ⅰ「主音響停止」、「移報停止」を押す

ⅱ「音響停止」を押しながら、「地区音響一時停止」を3秒間押し続ける。

　→　地区音響完全停止

「火災作動試験」を「火災灯」が点灯するまで押し続ける。この間、蓄積灯が点灯

火災作動試験」を押して14秒後に全回線が火災発報する（地区表示灯が点灯）こと　　　　　　　　　　を確認する。

「火災復旧」を押す。ⅰ、ⅱの作業を行う。

④回線障害の表示試験

　感知器にいたる配線に断線があったときに回線障害が表示されるかどうかの確認

　準備作業　「障害音響停止」を押す

　　　　　　「障害音響停止」をもう一度押すと元に戻る。

　　　　　　障害音響を停止していないときは「障害音響」が鳴る。

　　　　　　　

（ⅰ）受信機のC1に接続されている線（コモン線）をはずす。

　全「地区表示灯」が点滅、「断線灯」が点滅

　コモン線をもとのC1に接続する。

（ⅱ）受信機のL１に接続されている線をはずす。

　地区表示灯の１が点滅、「断線」が点滅

　はずしたＬ１の線をもとに戻す。

　他のＬに接続されている線でも同じ作業を行う。

　対象となる地区表示灯が点滅することを確認する。　

⑤予備電源（寿命5年）試験

　「予備電源試験」を押し続ける。

　「交流電源灯」　青　→　赤　（正常）

　　　　　　　　　青　→　赤点滅　（充電不足、バッテリー不良）　→　「火災復旧」

　　　　　　　

⑥ブレーカを落として、バッテリーでの火災試験

　ブレーカを「切」にして、③の試験を行う。

⑦再鳴動試験

　音響の鳴動を一時停止させた後、指定時間で再度鳴動するかの確認。

　逐次鳴動タイマーの設定　

　逐次鳴動タイマースイッチ７～8を操作、タイマーを２分に設定（７：OFF、8：OFF）

　「発信機」を押す。（「地区音響」、「主音響」鳴動）　→　 「発信機」を復帰させる。

　　→　「地区音響一時停止」、「音響停止」を押す。　→（2分後）

　　→　（「地区音響」、「主音響」鳴動）　→　「火災復旧」を押す。　　

⑧感知器作動試験

ⅰ「主音響停止」、「移報停止」を押す

ⅱ「音響停止」を押しながら、「地区音響一時停止」を3秒間押し続ける。

　→　地区音響完全停止

「試験復旧」を押す。以下の様に変化する。

　定位（消灯）　→　煙モード（点灯）　→　熱モード（点滅）　→　定位

　定位：試験復旧（自動的に火災復旧）を使用しないときの状態

　煙モード：煙感知器のように端末側で自己保持がかかる機器のとき使用する状態

　　　　　　火災表示をしてから2秒後に自動的に火災復旧

　熱モード：自己保持がない端末側機器を使用するときに使用する状態

　　　　　　端末側が復旧すると自動的に火災復旧がかかる。

　各モードについて、発信機により動作を確認する。

熱試験器により、熱感知器を作動させる。

　→　受信機において、「火災灯」「地区表示灯」が点滅

煙試験機により、煙感知器を作動させる。

　→　受信機において、「火災灯」「地区表示灯」が点滅

試験復旧を使わず、第1報、第2報と感知器作動地区が表示されるかを確認する。

　第１報の地区表示灯の点滅が速い

⑨一ケ所導通試験

　感知器ベースに接続されている線を一本はずす。

　線をはずした地区の「地区表示灯」が点滅、「断線灯」が点滅

⑩感知器の型式番号

ⅰ　差動式スポット型感知器　感第60～21号

ⅱ　定温式スポット型感知器　感第48～28～5号

ⅲ　炎感知器　感第4～30号

ⅳ　光電式スポット型感知器　感第12～6号

スイッチのツマミがOFF側
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スイッチのツマミがON側
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空回線の設定スイッチ








非蓄積回線、逐次鳴動の設定スイッチ
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